








1.序言 

 学校検尿の普及によって小児期の慢性腎炎の早期発見が可能となり、慢性腎炎の進展防

止に多大な貢献をしている。小児期の慢性腎不全の基礎疾患として慢性腎炎の占める割合

は年々減少し、現在小児慢性腎不全の基礎疾患として最も頻度の高いものは、両側性低形

成腎、異形成腎、嚢胞腎、水腎症などの先天性腎尿路奇形である。先天性腎尿路奇形の臨

床的特徴としては、腎機能障害が強くなるまで臨床症状が出現し難く、末期に見られる臨

床症状も発育不全、貧血など特徴的なものが少ない。また尿所見も蛋白、血尿は腎機能が

保たれている状態では出現し難く、低張尿による多尿、夜間尿が目立ってくる場合が多い。

我々の施設で診断が確立されている先天性腎尿路奇形の尿所見をみても、約 1/3には蛋白

尿、血尿は認められておらず、比較的特徴とされている低張尿も保たれている症例が多い。

一方、尿の低分子蛋白であるβ2－マイクログロブリン(β2-microglobulin：β2－m)濃度

は全例正常値上限を大幅に上回っており、腎障害を来たすような先天性腎尿路奇形をスク

リーニングするには蛋白尿、血尿あるいは尿比重を用いるより尿中β2-m を用いることが

適していると考えられる(表 1)。著者らは尿中β2-mのマス・スクリーニング導入について、

測定法の簡便化と低コスト化を目的として、一元放射状免疫拡散法(single radial 

immunodiffusion method:SRID 法)による同一孔多検体同時測定法を開発したので報告する。 


